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さ
て
み
な
さ
ん
、
テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

私
は
出
演
し
て
、
賞
品
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
話
を

紹
介
し
ま
す
。

　

同
じ
団
地
に
住
む
気
の
合
う
家
族
同
士
が
よ
く
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
の

中
に
テ
レ
ビ
関
係
の
方
が
い
ま
し
た
。
そ
の
人
か
ら
、
関
西
テ
レ
ビ
新
社

屋
移
転
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
鉄
棒
に
夫
が
ぶ
ら
下
が
り
、
妻
は
夫
に
ぶ

ら
下
が
っ
て
そ
の
時
間
を
競
う
企
画
が
あ
る
の
で
出
場
し
て
み
な
い
か
と

い
う
お
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
34
歳
。
体
力
に
は
多
少
自
信
が
あ
っ
た
も
の
の
鉄
棒
と
は
あ

ま
り
縁
が
な
く
、乗
り
気
で
な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
優
勝
賞
品
が
良
い
ら
し
い
」
と
の
話
も
あ
り
、結
局
、

仲
間
か
ら
私
も
含
め
４
組
の
夫
婦
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
神
戸
地
区
予
選
で
す
。
前
日
は
仕
事
で
遅
く
な
っ
た
の
で
、“
顔
だ
け
出
せ

ば
い
い
か
”
と
考
え
て
い
た
し
、会
場
に
は
、消
防
士
や
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
タ
イ
プ
の
若
い
方
が
や
る
気
満
々

の
様
子
…
。
ど
う
見
て
も
負
け
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
意
外
と
み
ん
な
早
く
脱
落
し
、
あ
れ
よ
あ
れ

よ
と
い
う
間
に
勝
ち
上
が
り
、
な
ん
と
神
戸
地
区
代
表
に
！　

そ
の
ま
ま
番
組
ス
タ
ッ
フ
に
連
れ
ら
れ
て

関
西
テ
レ
ビ
新
社
屋
に
行
き
、
テ
レ
ビ
の
生
中
継
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
勝
会
場
は
、
予
選
と
同
じ
よ
う
に
鉄
棒
が
用
意
さ
れ
、
司
会
は
局
ア
ナ
と
映
画
評
論
で
お
な
じ
み
の

某
大
御
所
。
近
畿
の
各
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
７
組
が
紹
介
さ
れ
、
さ
っ
そ
く
決
勝
戦
開
始
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
、
夫
が
妻
を
お
ん
ぶ
し
た
り
、
妻
が
夫
の
正
面
か
ら
抱
き
つ
い
た
り
な
ど
自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
ぶ
ら
下

が
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
後
３
分
く
ら
い
し
て
か
ら
徐
々
に
脱
落
し
始
め
ま
し
た
。
１
組
落
ち
る
ご
と
に
嫁
さ
ん
が
耳

元
で
囁
き
ま
す
。

　
「
ま
た
落
ち
た
わ
…
」

　

残
り
２
組
に
な
っ
た
時
、
大
御
所
が
、
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
両
方
の
嫁
さ
ん
を
比
較
し
て
、

　
「
田
中
さ
ん
の
ご
主
人
が
不
利
で
す
ね
～
」

　

す
か
さ
ず
、
嫁
さ
ん
が
耳
元
で
囁
き
ま
す
。

　
「
絶
対
落
ち
た
ら
あ
か
ん
！
」

　

湧
き
あ
が
る
笑
い
を
こ
ら
え
て
、７
分
以
上
ぶ
ら
下
が
っ
た
後
、つ
い
に
私
た
ち
夫
婦
が
勝
利
し
ま
し
た
。

　

優
勝
賞
金
と
副
賞
の
授
与
式
を
迎
え
ま
し
た
。
副
賞
は
７
組
す
べ
て
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、
大
勢
の
前

に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
箱
を
１
つ
選
択
す
る
仕
組
み
で
し
た
。
優
勝
し
た
私
た
ち
は
１
番
に
選
ぶ
権
利
が
あ
っ

た
の
で
、
さ
っ
そ
く
箱
を
選
ん
だ
ま
さ
に
そ
の
時
、
今
度
は
落
語
家 

桂 

雀
々
さ
ん
が
耳
元
で
囁
き
ま
し

た
。

　
「
こ
こ
や
、
こ
こ
や
…
」

　

少
し
悩
ん
だ
の
で
す
が
、
雀
々
さ
ん
の
言
う
通
り
に
変
更
し
た
ら
、
な
ん
と
女
性
用
高
級
腕
時
計
。
で

も
、
変
更
し
な
け
れ
ば
乗
用
車
（
三
菱
ギ
ャ
ラ
ン
）
で
し
た
…　

あ
～
ぁ
！

　

何
は
と
も
あ
れ
、
優
勝
賞
金
で
一
緒
に
参
加
し
た
仲
間
に
焼
肉
を
ご
馳
走
出
来
た
こ
と
と
、
賞
金
の
残

り
で
買
っ
た
ソ
フ
ァ
ー
と
食
卓
は
今
で
も
使
っ
て
い
ま
す
し
、
嫁
さ
ん
の
言
い
つ
け
を
守
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
、
こ
の
テ
レ
ビ
出
演
は
我
が
家
に
と
っ
て
大
き
な
ご
褒
美
と
な
り
ま
し
た
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

大
き
な
ご
褒
美
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

組
織
統
括
本
部
長　

田 

中　

稔 

彦

“頂いた命を、美味しく頂く”
　自分で調理した食べ物は美味しく感じる気がしません
か？
　この写真は、淡路市立石屋小学校６年生の児童が干し
ダコづくりに挑戦した時の一枚です。
　活きたタコが、様々な手順を経て干しダコに仕上がって
いくなかで、子どもたちの気持ちは「気持ち悪い」から「食
べてみたい」に変わっていたように感じました。
　自分で調理するということで、技術の継承や知恵、食べ
物への感謝など多くのことを学ぶことが出来るのではない
でしょうか？
　初めて挑戦した干しダコで作った料理は、忘れられない
味になることでしょう…



各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部

改
正
法
案
が
山
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。
先
月

号
で
速
報
し
た
と
お
り
、
８
月
10
日
（
月
）

参
議
院
議
員
会
館
で
自
民
、
公
明
、
民
主
、

維
新
４
党
議
員
が
出
席
し
て
瀬
戸
内
海
再
生

議
員
連
盟
（
４
月
15
日
超
党
派
議
連
と
し
て

再
出
発
）
総
会
が
開
催
さ
れ
、
席
上
、
各
党

合
意
の
修
正
法
案
を
最
終
案
と
し
て
承
認
す

る
と
と
も
に
、
８
月
中
に

参
議
院
成
立
、
９
月
上
旬

に
衆
議
院
で
の
成
立
を
目

指
し
て
全
力
を
尽
く
す
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
参
議
院
で
は

８
月
25
日
（
火
）、
27
日

（
木
）
に
環
境
委
員
会
の

議
を
経
て
、
翌
28
日
に
本

会
議
に
上
程
さ
れ
可
決
成

立
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
末
松 
信
介
参
議
院

議
員
（
議
連
事
務
局
長
・

兵
庫
）
が
法
案
の
趣
旨
説

明
及
び
質
疑
対
応
な
ど
、

大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ

ま
し
た
。
10
年
を
超
え
る

特
措
法
見
直
し
運
動
は
、

よ
う
や
く
第
一
関
門
を
通

過
し
ま
し
た
が
、
９
月
に

入
り
情
勢
は
混
沌
と
し
て

き
ま
し
た
。
衆
議
院
で
の
法

案
審
議
日
程
が
決
ま
り
、
環

境
委
員
会
に
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連 

山
田 

隆
義
会
長
も
出
席

要
請
を
受
け
、
準
備
を
進
め

て
い
た
折
、
突
然
の
開
催
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
与
党
が

安
保
法
案
を
強
行
採
決
す
る

と
の
情
報
か
ら
与
野
党
間
が

混
乱
し
、
国
会
審
議
も
先
行

き
が
見
え
ず
、
委
員
会
開
催

も
先
送
り
も
し
く
は
白
紙
に

戻
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
で
は
、
超
党

派
議
連
が
よ
う
や
く
纏
め

上
げ
参
議
院
で
可
決
さ
れ
た
法
案
が
、
政
争

の
煽
り
で
再
び
先
送
り
、
あ
る
い
は
次
の
臨

時
国
会
で
出
直
し
さ
れ
る
こ
と
は
耐
え
難
い

と
し
て
、
兵
庫
県 

井
戸 

敏
三
知
事
を
は
じ

め
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、
国
会
縁
故
の
関
係
漁
連
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
を
通
じ
て
国
会
へ
の

働
き
か
け
を
要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

関
係
各
位
の
ご
努
力
で
事
態
は
好
転
し
つ
つ

あ
り
、
本
日
（
９
月
10
日
）
現
在
、
国
会
で

は
安
保
関
連
法
案
な
ど
の
混
乱
と
は
切
り
離

し
、
明
日
11
日
（
金
）、
衆
議
院
環
境
委
員

会
が
開
催
さ
れ
る
と
の
情
報
を
得
て
い
ま

す
。
政
局
は
常
に
流
動
し
て
お
り
、
先
の
見

通
し
は
全
く
読
め
ま
せ
ん
が
、
環
境
委
員
会

で
改
正
法
案
が
採
決
さ
れ
れ
ば
、
本
会
議
へ

の
道
筋
は
確
実
に
開
け
て
き
ま
す
。
Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連
で
は
今
後
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

必
要
な
対
応
を
図
り
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

瀬戸内海再生議員連盟の様子（８月10日）

豊
か
な
瀬
戸
内
海
を
目
指
す

 
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
改
正
」
へ
の
動
き

拓水707号（2015年９月）3

法案成立を訴える兵庫県 井戸知事（８月10日）
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
、
農
林
中
央
金
庫
共

催
の
「
第
13
回
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク

全
国
大
会
」が
7
月
21
日（
火
）東
京・

港
区
の
ザ
・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ

ワ
ー
東
京
で
開
か
れ
ま
し
た
。『「
水

産
日
本
の
復
活
に
向
け
て
」
～
基
盤

強
化・事
業
実
績
確
保
へ
の
挑
戦
～
』

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
大
会

に
は
、
全
国
か
ら
貯
蓄
推
進
委

員
、
優
良
Ｊ
Ｆ
女
性
部
、
Ｊ
Ｆ

信
漁
連
、
県
Ｊ
Ｆ
、
Ｊ
Ｆ
全
国

女
性
連
の
関
係
者
等
約
１
６
０

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
ま
ず
、
兵
庫
か

ら
Ｊ
Ｆ
林
崎 

田
沼 

政
男
組
合

長
、
Ｊ
Ｆ
津
名 

中
田 

勝
組
合

長
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
地

域
推
進
功
労
者
51
名
と
、
昨
年

度
下
期
の
全
国
統
一
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
優
績
県
域
代
表
者
５
名

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
続
く
、
事
業
実
績
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

石
川 

和
彦
参
事
、
Ｊ
Ｆ
福
岡

信
漁
連 

資
金
管
理
部
業
務
推

進
課 

桑
原 

豊
和
係
長
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
事
例
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
浜
と
の
接
点
強
化

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
「You 

Tube

」
に
動
画
の
掲
載
が
開
始
さ

れ
た
こ
と
や
、「
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン

ク 

浜
の
応
援
団
」
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
が
紹

介
さ
れ
、
大
会
宣
言
は
満
場
の
拍
手

を
も
っ
て
採
択
し
、
盛
会
裡
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

第
13
回 

Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
全
国
大
会

Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連

　
９
月
１
日（
火
）

か
ら
但
馬
の
主
幹

漁
業
で
あ
る
沖
合

底
曳
網
漁
業
と
ベ

ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
カ

ゴ
漁
業
が
３
ヶ
月

間
の
休
漁
期
間
を

経
て
解
禁
と
な
り

ま
し
た
。

　
初
セ
リ
は
、
９

月
２
日
（
水
）
に

但
馬
の
各
港
（
津

居
山
・
柴
山
・
香

住
・
浜
坂
・
諸
寄
）

で
行
わ
れ
、
沖
合

底
曳
網
で
獲
ら
れ

た
ア
カ
カ
レ
イ
、

ハ
タ
ハ
タ
な
ど
が

次
々
に
水
揚
げ
さ

れ
、
浜
は
活
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

沖
合
底
曳
網
漁
で

は
９
月
～
10
月
は

カ
レ
イ
類
・
ハ
タ

ハ
タ
・
ノ
ド
グ
ロ

な
ど
が
中
心
に
水

揚
げ
さ
れ
、
11
月

６
日
（
金
）
に
解
禁
さ
れ
る
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
、
３
月
～
４
月
の
ホ
タ
ル
イ
カ

な
ど
様
々
な
魚
種
を
対
象
に
来
年
５

月
31
日
（
火
）
ま
で
漁
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
９
月
４
日
（
金
）
に
は
香

住
西
港
で
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の
初
競

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
近
畿
圏
唯
一

の
水
揚
げ
港
で
あ
る
香
住
港
に
は
報

道
陣
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
ち
ら

も
活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
今
漁
期
の
操

業
安
全
と
豊
漁
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

ＪＦ兵庫漁連 但馬支所

但馬地区の沖合底曳網漁業・
ベニズワイガニのカニカゴ漁が解禁
　～９月１日に一斉解禁～

豊かな但馬の海の幸が沢山見られました

林家 三平一門との記念撮影
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８
月
11
日
（
火
）「
平
成
27
年
度
兵
庫
県

立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー
研
究
発
表
会
」
が
明
石
市
二
見
町
の
同

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者
約
１
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、同
セ
ン
タ
ー

が
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
の
か
、
兵

庫
県
で
は
ど
の
よ
う

な
漁
業
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
等
を
広
く

一
般
県
民
に
紹
介
す

る
も
の
で
、
同
セ
ン

タ
ー
見
学
会
と
併
せ

て
、
毎
年
、
夏
休
み

の
こ
の
時
期
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
同
研
究
発
表
会

は
、
午
後
か
ら
行
わ

れ
、「
試
験
研
究
結

果
報
告
」
と
し
て
各

研
究
員
か
ら
３
件
の

報
告
が
あ
り
ま
し

た
。（
別
表
参
照
）

　
併
せ
て
「
漁
業
者

活
動
実
績
発
表
」
と

し
て
、
Ｊ
Ｆ
浜
坂
青

壮
年
部 

濱
根 

秀
樹

部
長
か
ら
「
漁
協
青

壮
年
部
に
よ
る
水
産

教
室
の
取
組
み
」、

Ｊ
Ｆ
沼
島
女
性
部 

中
元 

は
る
み
部
長

か
ら
「
沼
島
の
活
性

化
の
取
組
み
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
２
件
に
つ
い
て

は
、
来
年
春
に
東
京

で
開
催
さ
れ
る
全
国

青
年
・
女
性
漁
業
者

交
流
大
会
に
て
発
表

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
今
回
の
い
ず
れ
の
発
表
も
、
こ
れ
か
ら
の

水
産
の
技
術
開
発
に
重
要
な
研
究
課
題
で
、

漁
業
者
や
系
統
団
体
、行
政
、市
民
団
体
等
、

会
場
に
詰
め
か
け
た
参
加
者
は
真
剣
に
聴
き

入
り
、
発
表
後
の
質
疑
応
答
で
意
見
が
交
わ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平成27年度 兵庫県水産技術センター研究発表会 開催

　
明
石
市
漁
業

組
合
連
合
会

（
橋
本 

幹
也
会

長
：
Ｊ
Ｆ
江

井
ヶ
島
）
は
８

月
10
日
（
月
）

兵
庫
県
水
産
会

館
に
て
「
平
成

27
年
度
勉
強

会
」を
開
催
し
、

集
ま
っ
た
明
石

市
議
会
議
員
や

関
係
者
約
30
名

と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
同
連
合
会
と
議
員
が
意
見

を
交
わ
し
、
豊
か
な
水
産
物
に
恵
ま
れ
る

明
石
市
を
盛
り
上
げ
、
地
元
で
の
消
費
拡

大
を
図
る
目
的

で
、
平
成
25
年

か
ら
始
ま
り
今

回
で
３
回
目
と

な
り
ま
す
。
ま

ず
、
橋
本
会
長

よ
り
「
生
産
者

サ
イ
ド
か
ら
何

が
出
来
る
の
か
、

皆
さ
ん
と
意
見

を
交
わ
し
考
え

て
い
く
会
に
な

れ
ば
」
と
挨
拶

さ
れ
た
後
、
Ｊ

Ｆ
西
二
見 

山
本 

章
等
組
合
長
か
ら
「
さ

か
な
の
ま
ち 

あ
か
し 
～
漁
業
者
の
立
場

か
ら
見
る
『
地
産
地
消
と
食
育
』～
」
と

題
し
、
明
石
市
内
の
漁
業
概
要
や
学
校
給

食
へ
の
食
材
提
供
や
料
理
教
室
開
催
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
け
て
山
本
組

合
長
が
「
マ
ダ
コ
の
水
揚
げ
は
多
い
が
、

市
内
の
消
費
量
は
少
な
い
。
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
本
当
に
美
味
し
い
魚
の
味
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
ど
う
す
れ
ば
魚
を
食
べ

て
も
ら
え
る
の
か
、
皆
さ
ん
の
知
恵
を
お

借
り
し
た
い
」
と
発
言
さ
れ
、
水
産
物
消

費
に
つ
い
て
話
合
い
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
ら
か
ら
は
、
学
校
給
食
へ
の
参
入
に

関
す
る
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
飲
食

店
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
提
案
な
ど

様
々
な
話
が
飛
び
出
し
、
活
発
な
意
見
交

換
会
と
な
り
ま
し
た
。

明
石
市
議
会
議
員
の
勉
強
会
を
開
催

　
〜「
食
育
」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
〜

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

発  表  内  容 研  究  者  名
兵庫県大阪湾・紀伊水道におけるオニオコゼの
資源特性と資源管理について 五利江重昭（水産技術センター資源部 主席研究員）

兵庫県における渓流魚発眼卵放流について 増田　恵一（内水面漁業センター 主席研究員）
漁協青壮年部による水産教室の取組み 濱根　秀樹（ＪＦ浜坂青壮年部 部長）
沼島の活性化の取組みについて 中元はるみ（ＪＦ沼島女性部 部長）
アサリの養殖について 安信　秀樹（水産技術センター増殖部 主席研究員）

発表順：敬称略

挨拶をする橋本会長

議員から発言がありました

活発な活動状況を報告された濱根部長沼島での様々な取り組みを発表された中元部長
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